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１．Index関数・Match関数の基礎 

 

 

 

 

 

 

Index(範囲, 行数, 列数, 検索方法) 

という書式です。 

たとえば、上図 A1～E6表のように、A～C店で、各商品の値段がいくらかを作成します。 

H1セルに商品の行位置、H2セルにお店の列位置を入力したときに、H3セルに自動的に

値段を出したいとします。そのときは、 

=Index(C3:E6, H1, H2) 

となります。 

 

「商品の名前から、何番目のデータなのかを知る」場

合は、Match関数を使います。 

Match(検索値, 範囲, 照合の種類) 

「照合の種類」には－1, 0, 1 のいずれかが入りますが、

通常は０（完全一致）を使うものと思っていたほうがいいでしょう。 

I1セルに商品名を入力した場合、H1セルに、それが B3～B6の何番目のデータかを表示

するには、 

=Match(I1,B3:B6,0) 

とします。 

同様に、H2セルに I2のお店が C2～E2の何番目のデータかを表示されるように、関数を

入力してみましょう。 

  

データの検索（２） 

エクセルでは、「一覧表からデータを検索してくる」という使い方をする場面が多くあ

ります。今回は、Index 関数を使ってみます。また、Index 関数と相性のいい Match

関数も、あわせて使ってみます。 

旅行カタログによく出ている、見にくい料金表を例に、関数を使った料金早見表を作っ

てみましょう。 



Excel071 

©特定非営利活動法人パソコンどーじょー  - 2 - 

２．準備 

 

 

 

 

「出発日」シートを作り、上図のような、出発日カレンダーを作ってください。 

 

次に、「料金表」シートを作り、右図のよ

うな、パッケージツアーによくある料金表

を作ってください。 

 

 

 

 

 

最後に、「早見表」シートを作って、右図のよ

うな表を作ってください。 

 

［問］ 

（１）B4セルは、「出発日」シートの A4～A6

のリストから選べるように、リスト設定し

てください。 

（２）C4セルは、「出発日」シートの B3～AF3

のリストから選べるように、リスト設定し

てください。 

（３）B5セルは、「料金表」シートの A5～A8

のリストから選べるように、リスト設定し

てください。 

（４）B6セルに、出発日カレンダーの該当す

る記号が自動的に入るように、関数を入力

してください。 

（５）B7セルに、上セル内容で料金がいくら

になるのか、を自動的に表示する関数を入力してください。 

 

［解答］ 

（１）（２）（３）は、「データ」タブ→「データの入力規則」で、「リスト」を選びます。

「元の値」は、該当するデータ範囲を入力してください。 

（４）=Index(出発日!B4:AF6, Match(B4,出発日!A4:A6,0), Match(C4,出発日!B3:AF3,0)) 

（５）=Index(料金表!B5:D8, Match(B5,料金表!A5:A8,0), Match(B6,料金表!B4:D4,0)) 


